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　皆さまこんにちは。

　10 月 24 日、一昨日は「世界ポリ

オデー」でした。

　ポリオ、急性灰白髄炎、小児麻痺

とも言われています。

　私が子供の頃、小児麻痺はありました。今、世

界で常在国といわれている国は、パキスタン・ア

フガニスタン・ナイジェリアの三ヶ国です。

　症例数は 2017 年１月１日～ 10 月 22 日で、パ

キスタン５件、アフガニスタン７件、ナイジェリ

ア０件（2016 年１年間４件）です。

　ロータリーが主要パートナーとなっている世界

ポリオ撲滅推進活動では、ワクチンの提供とパキ

スタンとナイジェリアの保険従事者へ携帯電話を

支給し、母子の健康に関するデータの管理など撲

滅のための情報を共有し非常な効果を出している

そうです。

　ポリオ撲滅まで「あと少し！！」。私たちのポ

リオ寄付金が世界のポリオを完全になくす…へ寄

与しています。

　今月は米山月間、来月はロータリー財団月間で

す。

　皆さまの浄財が世界を変えています。「あと少

し！！」どうぞご協力のほど宜しくお願い申しあ

げます。

　今日の卓話は、インバウンド支援事業 トラン

ス 笹川枝里子様・林　亜沙美様から「上越と世

界の橋渡し役」についてお話をいただきます。若

い起業家の思いをお聴きください。

出席率　98.15％

東山昕也君・佐藤教彦君（10/27　長岡東 RC 創

立 60 周年記念式典）

配布物：週報№ 15

回　覧：新会員推薦カード１枚

報　告： 10/30 第 14 回久比岐能チケットのご案内　

Ｓ席：２枚　自由席Ａ：２枚

　　　　赤い羽根共同募金のお願い

会長挨拶会長挨拶 牧野　章一牧野　章一

出 席 報 告

委 員 会 報 告

幹 事 報 告
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卓 話

　初めまして、上越市出身
の笹川枝里子と申します。

　予定調和で守りに入りがちなこれまでの自分を
封印し、気持ちの赴くままに動き、日本では出来
ない体験をしてこようと決め、2015 年６月、最
初の目的地であるシドニー以外は何も決めずオー
ストラリアに旅立ちました。
　シドニー滞在の後、①マーガレットリバー、②
バイロンベイ、③ Seven Emu Station（セブン 
イミュー スティション）を訪れ、それぞれの土
地で異なる暮らしを体験しました。
　マーガレットリバーでは、１年の半分以上、世
界のどこかから旅人が泊まりにやってくるデニス
さんの家に滞在しました。様々な文化圏の人を泊
めてきた中で嫌なこともあったけれど、それ以上
に世界中に沢山の仲間ができたそうです。
　ヒッピー文化発祥の地と言われているバイロン
ベイは、今でこそ国内外から観光客が訪れる人気
ホリデースポットですが、その昔は先住民アボリ
ジニの人々にとって Meeting point と呼ばれ、強
い癒しの力がある土地として、長い間大切にされ
てきました。自然に囲まれた小さな村での生活と、
職場であるベトナム系オージーのモイさんとの出
会いは私の人生観に大きな影響を与えました。

　最後に向かったのが、アボリジニの家族が経営
するキャンプ場、Seven Emu Station です。ここ
はアボリジニの歴史上で初めて土地を買ったとい
う家族が経営するキャンプ場です。先住民である
自分たちのルーツに誇りを持ち、土地と家族を守
るため朝から晩まで働くアボリジニの人たちと一
緒に生活しました。
　国や文化が違っていても、芯の部分（家族への
思いやりや仕事に対する姿勢等）は共通するもの
があるのだ、とそんなことを肌で感じられたのが
オーストラリア滞在での大きな収穫でした。

上越と世界の橋渡し役
TRANS　笹川　枝里子 様

林　亜沙美 様

　10 月は米山月間です。
　米山梅吉は本年生誕 150 年を迎えました。1868

（慶応４・明治元）年２月４日、江戸の芝は田村町、
植村家家中・和田竹造の三男として出生しました。
そして 1920（大正９）年の 52 歳の時、東京ロー
タリークラブ（RC）を創立し、初代会長に就任
します。
　ロータリーの友 10 月号では米山梅吉の特集を
組んでいます。「米山梅吉 20 代　アメリカでの８

年」もその一つです。米山さんより 20 歳先輩の
青山学院長の本多庸一先生が渡米した際、先生が
火鉢の灰に火箸で書いた「巧遅」「拙速」の文字・・・
功なれども遅し、拙なれども速し・・・など、米
山さんが一生の座右の銘としたことなどが掲載さ
れています。まだまだありますが是非「ロータリー
の友」でご確認ください。
積んどく？　いや、読んどく　『友』は話 題 満 載

米山梅吉20代　アメリカでの８年� ロータリーの友⑩より


